
◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第１０６号(Ｈ23．7．22)◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する

事故情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その

内容を他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用してい

ただくことを目的として配信しています。 

 

＝目 次＝ 

１．重大事故等情報＝１０件（７月１５日～７月２１日分） 

（１）乗合バスの車内事故１ 

（２）乗合バスの車内事故２ 

（３）乗合バスが交差点で路面電車と接触した事故 

（４）乗合バスが対向してきた乗用車と衝突した事故 

（５）貸切バスが対向してきたトラックと衝突した事故 

（６）貸切バスが対向してきたワゴン車と衝突した事故 

（７）貸切バスが転倒したオートバイの運転者を轢いた事故 

（８）タクシーが道路を横断中の歩行者を撥ねた事故 

（９）タクシー運転者が救護義務違反の疑いで逮捕 

（10）トラックが交差点で乗用車と衝突した事故 

２．国土交通省の施策情報 

自動車運送事業に係る交通事故要因分析検討会の報告書を公表しましたので

ご活用下さい。（再周知） 

３．５月１日からアルコール検知器使用が義務化されました。（再周知） 
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【１．重大事故等情報＝１０件】（７月１５日～７月２１日分） 

 

（１）乗合バスの車内事故１ 

 ７月１３日午前９時５分頃、和歌山県において、乗合バスが乗客８名を乗せ

て運行中、バス停で降車扱い後発車したところ、当該バス停で降車しようとし

ていた乗客２名のうち１名（女性、８２才）が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客が左骨盤を骨折する重傷を負った。 

事故当時、当該バスの運転者は、当該バス停で乗客１名を降車させた後、発

車する際のアナウンスを行って発車したが、当該バス停で降車するために当該

バスの車内後方から降車扉に向かい歩いていた乗客２名に気付かなかった模様。 

 

（２）乗合バスの車内事故２ 

 ７月１６日午後７時頃、鹿児島県において、乗合バスが乗客１３名を乗せて

運行中、バス停に停車するために減速したところ、乗客１名（男性、７８才）



が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客が意識不明の重体。 

事故現場は、片側一車線の緩やかな下り坂であり、事故当時、転倒した乗客

は、運転席側の列の前から４番目の座席に着席していたが、座席脇に置いてあ

ったキャスター付きの手荷物が走行中の振動等により車室内前方に移動したた

め、当該手荷物を取りに座席を立ったところバランスを崩し転倒した模様。 

 

（３）乗合バスが交差点で路面電車と接触した事故 

 ７月１９日午後３時１５分頃、富山県において、乗合バスが乗客２名を乗せ

て運行中、交差点で右折待ちのため停車していたところ、後方から来た路面電

車と接触した。 

この事故による負傷者はなし。 

事故現場は、片側一車線の信号機のある交差点で、この事故は、当該乗合バ

スの運転者が、当該バスの対向からくる車両及び後方から接近してくる路面電

車の状況をよく確認せず、停止線を越えて当該路面電車の軌道上に進入し、停

車したため発生した模様。 

なお、当該路面電車の運転者は、当該バスが軌道内に停車していることに気

付き、ブレーキを掛けたが、間に合わなかった模様。 

 

（４）乗合バスが対向してきた乗用車と衝突した事故 

 ７月２０日午後３時４０分頃、島根県において、乗合バスが乗客６名を乗せ

て運行中、対向してきた乗用車と衝突した。 

この事故により、当該乗用車の後部座席に乗車していた乗員１名が死亡、当

該乗用車の運転者が重傷、当該バスの乗客１名が軽傷を負った。 

事故現場は、片側一車線の道路で、当該バスから見て緩やかな右カーブであ

り、この事故は、当該乗用車がセンターラインを越えて走行してきたため発生

した模様。 

事故当時、当該道路の路面は雨で濡れていた。 

 

（５）貸切バスが対向してきたトラックと衝突した事故 

 ７月１７日午後４時５５分頃、北海道において、貸切バスが回送運行中、対

向してきた自家用トラックと衝突した。 

この事故により、対向してきたトラックの運転者と助手席の乗員の計２名が

死亡し、当該バスの運転者が重傷を負った。 

事故現場は、片側一車線の道路で、当該バスから見て緩やかな右カーブであ

り、この事故は、対向してきたトラックがセンターラインを越えて走行してき

たため発生した模様。 

 

（６）貸切バスが対向してきたワゴン車と衝突した事故 

 ７月１９日午前７時頃、宮城県において、貸切バスが回送運行中、対向して



きたワゴン車がセンターラインを越えてきたため、当該バスの正面右側に衝突

した。 

この事故により、当該ワゴン車の運転者が全身を強く打って死亡し、当該バ

スの運転者が手足を打撲し、割れたガラスにより軽傷を負った。 

事故現場は、当該バスから見て緩い右カーブで、当該ワゴン車のブレーキ痕

はなかった模様。 

なお、事故当時の天候は晴れていた。 

 

（７）貸切バスが転倒したオートバイの運転者を轢いた事故 

 ７月１９日午前８時１５分頃、大阪府において、貸切バスが乗客４０名を乗

せ運行中、転倒したオートバイの運転者を轢いた。 

この事故により、轢かれた運転者が死亡した。 

事故現場は、右折専用車線がある片側二車線の道路であり、事故直前、当該

バスの左後方で発生した当該オートバイと乗用車の衝突により、当該オートバ

イが転倒し、この運転者が当該貸切バスの左後輪の前に滑り込んだところに、

右折待ちのために右折専用車線で停車していた当該バスが右折を開始したため

発生した模様。 

 

（８）タクシーが道路を横断中の歩行者を撥ねた事故 

 ７月１６日午前２時５分頃、鳥取県において、タクシーが乗客１名を乗せて

運行中、歩行者を撥ねた。 

この事故により、撥ねられた歩行者が死亡した。当該タクシーの運転者及び

乗客に負傷はなし。 

事故現場は、横断歩道のない片側二車線の直線道路(中央分離帯なし)で、当

該タクシーの運転者は、道路を右から左へ横断している歩行者に気付いたため、

ブレーキをかけたが間に合わなかった模様。 

 

（９）タクシー運転者が救護義務違反の疑いで逮捕 

 ７月１８日午後７時頃、神奈川県おいて、タクシーが交差点を右折しようと

したところ、横断歩道を渡っていた歩行者を撥ね、そのまま走り去った。 

この事故により、撥ねられた歩行者が大腿骨骨折の重傷を負った。 

事故後、当該タクシーの運転者は、事故現場に戻り、現場にいた警察官に対

して、自分は目撃者であるなどの申告していたが、他の目撃者の証言を受け、

警察官が当該タクシーの運転者に事実確認をしたところ、事故の事実を認めた

ため、当該タクシーの運転者は道路交通法違反（救護義務違反）の疑いで逮捕

された。 

 

（10）トラックが交差点で乗用車と衝突した事故 

 ７月１５日午後１０時５５分頃、岡山県において、トラックが交差点を通過

しようとしたところ、当該交差点に進入してきた乗用車と衝突した。 



この事故により、乗用車の乗員４名のうち２名が死亡し、２名が重傷、当該

トラックの運転者に負傷はなし。 

事故当時、当該トラックが走行していた道路の信号は黄色の点滅であり、乗

用車が走行していた道路の信号は赤色の点滅であった模様。 
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【２．国土交通省の施策情報】 

 

自動車運送事業に係る交通事故要因分析検討会の平成２２年度報告書を公表 

しましたのでご活用下さい。（再周知） 

国土交通省では、自動車局に、学識経験者、運送事業者、関係団体、関係省

庁等からなる「自動車運送事業に係る交通事故要因分析検討会」（座長：堀野定

雄 神奈川大学工学部客員教授）を設置し、事業用自動車の事故の要因につい

て、運行管理その他の観点から、調査・分析を行うとともにその結果を踏まえ

た再発防止策の検討を行っており、毎年度その結果を報告書として取りまとめ

公表しています。 

平成２２年度においては、交通事故の傾向分析、特定テーマ「乗合バスの車

内事故を防止するための安全対策の充実」及び事業用自動車による社会的影響

の大きい重大事故の要因分析を実施し、これを報告書として取りまとめました。 

本報告書の内容については、運送事業者における事故防止の取組に活用して

いただけるよう、事業者団体に対して各運送事業に周知することを依頼してい

ます。 

※ 報告書本体については、国土交通省ホームページをご覧下さい。 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03analysis/press20110701.html ） 
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【３．５月１日からアルコール検知器使用が義務化されました。（再周知）】 

 

事業用自動車の運転者の飲酒運転を根絶するため、旅客自動車運送事業運輸

規則及び貨物自動車運送事業輸送安全規則の改正等により、本年５月１日から、

自動車運送事業者※の点呼において運転者の酒気帯びの有無の確認を行う際に、

アルコール検知器を使用することを義務化しました。 

アルコール検知器義務化の詳細については、下記URL をご覧ください。 

（ http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000038.html ） 

 

※対象となる事業者 

○一般旅客自動車運送事業者 

○特定旅客自動車運送事業者 

○一般貨物自動車運送事業者 



○特定貨物自動車運送事業者 

○貨物軽自動車運送事業者  

○特定第二種貨物利用運送事業者 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、＜ jiko-antai@mlit.go.jp ＞までお

寄せください。 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

 

【参考】 

＊自動車局ホームページ 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。

そんな時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットラ

イン」に連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、

メーカーがきちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐた

めに活用されます。 

・ホームページ受付 （ www.mlit.go.jp/RJ/ ） 

・フリーダイヤル受付 ０１２０－７４４－９６０ 

（平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

・自動音声受付    ０３－３５８０－４４３４（年中無休・24時間） 

 

＊自動車のリコール等の通知等があったときは！ 

使用されている自動車について、自動車ディーラーなどから、リコール

又は改善対策の通知が送付されたり、その対象であることが新聞等で公表

されたときは、安全・環境への影響から、その自動車の修理を行うことが

必要になったということです。道路運送車両法により、自動車ユーザーは、

自分の自動車が保安基準に適合するよう点検・整備する義務がありますの

で、忘れずに修理を受けましょう。 
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